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森
町
議
会
は
、
3
月
定
例

会
を
3
日
か
ら
25
日
ま
で
の

会
期
23
日
間
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

23
年
度
予
算
を
は
じ
め
条

例
や
22
年
度
補
正
予
算
な
ど
、

提
案
さ
れ
た
32
議
案
を
審
議

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
町
ま
る
ご
と
博

物
館
構
想
、
森
・
掛
川
IC
周

辺
ま
ち
づ
く
り
、
職
員
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
特
別
支
援
学
級

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
森

町
の
観
光
産
業
、
東
日
本
大

震
災
へ
の
対
応
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
、
森
町
ブ

ラ
ン
ド
の
全
国
発
信
、
町
づ

く
り
拠
点
に
つ
い
て
、
9
人

が
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
7
・
3
%

増
加
し
、
64
億
8
0
0
万
円

で
6
年
ぶ
り
に
60
億
円
を
超

え
ま
し
た
。
歳
出
で
は
、
土

木
費
が
44
%
増
加
し
、
5
億

2
，5
1
5
万
2
千
円
で
す
。

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
が

20
・
1
%
増
加
し
、
5
億

4
，2
9
6
万
7
千
円
、
県

支
出
金
が
33
・
8
%
増
加
し
、

5
億
5
，1
7
1
万
9
千
円

で
す
。

　

公
立
森
町
病
院
事
業
会
計

は
、
前
年
度
よ
り
5
億
8
，

2
7
0
万
3
千
円
、
19
・

7
%
増
加
し
、
35
億
3
，

4
7
0
万
4
千
円
で
す
。（
収

益
的
支
出
と
資
本
的
支
出
の

合
計
額
）

　

主
な
増
加
要
因
は
、
家
庭

医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
で
す
。

建
設
費
3
億
2
，0
0
0
万

円
、
医
療
機
器
な
ど
の
整
備

費
8
，0
0
0
万
円
の
合
計

4
億
円
が
事
業
費
で
、
こ
の

う
ち
2
億
円
は
県
か
ら
支
援

さ
れ
ま
す
。

〈当初予算における主な歳入・歳出項目の推移〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（万円未満四捨五入）

歳 入 項 目 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度

地 方 交 付 税 13億4,000万円 12億8,000万円 11億8,000万円 12億3,000万円 12億 500万円

国 庫 支 出 金 5億4,297万円 4億5,191万円 2億3,438万円 2億2,231万円 2億3,160万円

県 支 出 金 5億5,172万円 4億1,220万円 3億3,491万円 3億2,719万円 3億2,003万円

繰 入 金 1億4,436万円 8,287万円 1億9,777万円 1億9,907万円 2億7,277万円

(うち財政調整基金繰入) 1億0,000万円 5,000万円 1億4,000万円 1億5,000万円 2億1,000万円

町 債 6億1,420万円 5億9,890万円 4億8,560万円 3億3,410万円 3億5,680万円

歳 出 項 目 23年度 22年度 21年度 20年度 19年度

民 生 費 19億1,136万円 16億8,991万円 14億4,458万円 14億4,844万円 15億1,269万円

衛 　 生 　 費 10億9,104万円 10億1,967万円 9億7,748万円 9億6,176万円 9億1,860万円

教 　 育 　 費 7億4,502万円 7億5,459万円 7億6,669万円 7億4,961万円 7億4,247万円

総 　 務 　 費 6億9,388万円 7億3,689万円 7億2,166万円 7億1,537万円 7億2,289万円

土 　 木 　 費 5億2,515万円 3億6,468万円 3億8,587万円 4億 549万円 3億7,478万円

農 林 水 産 業 費 1億5,305万円 1億6,330万円 1億8,633万円 2億 601万円 3億 873万円

公 債 費 6億4,271万円 6億3,559万円 7億6,558万円 8億5,094万円 8億2,725万円

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

　

森
（
本
町
以
北
）・
天
宮
・

向
天
方
・
城
下
地
区
を
対
象

に
、
23
年
度
か
ら
の
5
年
間

を
期
間
と
し
ま
す
。
23
年
度

は
、
向
天
方
・
町
道
沢
下
中

川
原
線
改
良
、
天
宮
・
町
道

本
丁
大
上
線
、
町
道
天
宮
内

房
線
改
良
、
区
画
整
理
地
内

天
宮
公
園
敷
地
造
成
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。（
9
，6
3
2

万
円
）

森
川
橋
を
町
の
シ
ン
ボ
ル
に

　

新
し
い
森
川
橋
に
、
黒
御

影
石
の
親
柱
4
基
を
設
置
し

ま
す
。（
9
9
9
万
6
千
円
）

駐
車
場
を
拡
張

　

太
田
川
親
水
公
園
の
北
側

を
舗
装
し
、
約
1
0
0
台
を

収
容
す
る
駐
車
場
に
し
ま

す
。（
1
，0
0
0
万
円
）

城
ヶ
平
公
園
に
駐
車
場
整
備

　

展
望
施
設
の
完
成
に
よ
り

観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
隣
接
地
に
駐
車
場

を
増
設
し
ま
す
。（
4
6
4

万
8
千
円
）

愛
光
園
サ
テ
ラ
イ
ト
を
助
成

　

県
補
助
金
を
受
け
て
、
天

宮
に
建
設
さ
れ
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備
を

助
成
し
ま
す
。（
1
億
3
，

3
0
0
万
円
）

こ
ど
も
医
療
費
助
成
を
拡
充

　

入
院
に
加
え
通
院
も
助
成

し
ま
す
。（
4
，9
1
5
万
円
）

放
課
後
子
ど
も
教
室
を
新
設

　

子
ど
も
の
放
課
後
の
安

心
・
安
全
の
た
め
、
地
域
の

協
力
を
得
て
三
倉
小
学
校
に

9
月
か
ら
開
設
し
ま
す
。

（
2
5
5
万
2
千
円
）

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
新
設

　

磐
田
市
福
田
支
所
に
指
令

セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
中
東

遠
で
消
防
指
令
業
務
の
共
同

運
用
を
始
め
ま
す
。（
1
，

4
3
4
万
3
千
円
）

　万円！ 　万円！ 
平
成
23
年
度
予
算

主
な
新
規
事
業
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一
般
会
計
予
算

【
賛　

成
】

　

こ
ど
も
医
療
費
扶
助
の
拡

大
は
、
要
望
に
応
え
る
も
の

で
あ
る
。

　

土
木
費
増
額
は
、
生
活
環

境
の
改
善
、
地
域
経
済
の
向

上
に
役
立
つ
。

　

三
倉
小
学
校
放
課
後
こ
ど

も
教
室
は
子
育
て
・
就
労
支

援
に
役
立
つ
。　

西
田
議
員

　

福
祉
・
医
療
・
都
市
整
備

事
業
に
重
点
を
お
い
た
、
最

近
に
な
い
大
型
予
算
と
な
っ

て
い
る
。

　

高
齢
者
福
祉
の
基
盤
整

備
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽

減
、
地
域
の
活
性
化
が
図
ら

れ
る
も
の
と
確
信
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

中
村
議
員

　

森
地
区
の
市
街
地
整
備

が
、
都
市
再
生
整
備
計
画
事

業
に
よ
り
大
き
く
進
展
す
る

も
の
と
楽
し
み
で
あ
る
。

　

い
よ
い
よ
森
地
区
の
長
年

に
わ
た
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
動
き
出
す
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。　
　

太
田
議
員

水
道
事
業
会
計
予
算

【
反　

対
】

　

町
民
の
節
水
意
識
は
高
い
。

問
題
は
遠
州
水
道
か
ら
の
計

画
契
約
水
量
で
あ
る
。
ダ
ム

を
受
け
入
れ
た
森
町
と
し
て

は
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
と
思

う
が
、
契
約
水
量
そ
の
も
の

が
高
め
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
災
害
時
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
自
己
水
源
ポ
ン
プ

が
休
止
・
廃
止
さ
れ
る
こ
と

は
反
対
で
あ
る
。
西
田
議
員

【
賛　

成
】

　

ト
ラ
ブ
ル
に
は
昼
夜
を
問

わ
ず
職
員
が
駆
け
つ
け
る
な

ど
、
努
力
を
し
て
い
る
。　

水
道
事
業
は
安
心
し
て
飲
め

る
水
を
、
安
全
か
つ
安
定
的

に
供
給
す
る
こ
と
が
最
大
の

使
命
で
あ
る
。
そ
の
使
命
を

果
た
す
た
め
の
予
算
で
あ
る

こ
と
は
、
十
分
に
審
議
さ
れ

た
。　
　
　
　
　

亀
沢
議
員

19年度 

20年度 

21年度 

22年度 

23年度 

一般会計 

後期高齢者医療特別会計 

水道事業会計 

159億8,482万円 

142億1,881万円 

131億5,214万円 

136億9,232万円 

146億6,801万円 

159億8,482万円 

142億1,881万円 

131億5,214万円 

136億9,232万円 

146億6,801万円 

30億円 

国民健康保険特別会計 

介護保険特別会計 

病院事業会計 

老人保健特別会計 

公共下水道事業特別会計 

60億円 90億円 120億円 150億円 180億円 

※ 各会計の歳出予算額を単純にグラフ化したものであり、各会計間の繰入・繰出金の調整はしていません。 

〈会計別予算の推移〉 

 一般会計64億800　
平成23年度予算

 一般会計64億800　

討　
　

論
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Q
．
自
主
防
可
搬
ポ
ン
プ
の

更
新
は
?

A
．
7
年
計
画
で
70
台
、
真

空
オ
イ
ル
な
し
タ
イ
プ
に
更

新
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

三
倉
地
区
か
ら
順
次
更
新

す
る
予
定
で
あ
る
。

Q
．
役
場
の
宿
日
直
を
外
部

委
託
す
る
検
討
は
?

A
．
近
隣
市
で
は
警
備
保
障

会
社
へ
委
託
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
役
場
の
業
務

を
熟
知
し
て
い
な
い
の
で
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
コ
ス
ト
面
で
も
高

く
な
る
。

Q
．
愛
光
園
サ
テ
ラ
イ
ト
の

総
事
業
費
は
?

A
．
実
施
設
計
前
の
概
算
だ

が
、
3
億
3
，0
0
0
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

Q
．
森
町
安
心
で
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
条
例
と
は
?

A
．
一
般
に
生
活
安
全
条

例
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、

警
察
か
ら
条
例
制
定
の
要

請
が
あ
っ
た
。
犯
罪
と
交

通
事
故
の
防
止
に
特
化
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

Q
．
学
校
で
の
避
難
用
シ
ュ

ー
タ
ー
を
使
っ
た
訓
練
は
?

A
．
昨
年
、
森
中
で
実
施
し

た
。
避
難
用
シ
ュ
ー
タ
ー
の

あ
る
学
校
で
は
、
1
年
に
1

回
は
訓
練
を
実
施
し
た
い
。

Q
．
三
倉
小
学
校
放
課
後
子
ど

も
教
室
は
3
階
を
使
用
す
る

が
、
安
全
対
策
は
?

A
．
三
倉
小
学
校
の
3
階
の

教
室
し
か
確
保
で
き
な
い
。

非
常
階
段
を
利
用
し
て
教
室

に
通
う
が
、
指
導
に
よ
り
安

全
に
使
用
し
た
い
。

Q
．
国
土
利
用
計
画
森
町
計
画

（
第
二
次
）
と
は
?

A
．
国
土
利
用
計
画
は
国
・

県
・
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
定

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

町
の
計
画
は
土
地
利
用
に
関

す
る
行
政
指
針
と
な
る
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
が
都
市
計
画
区
域
内
の
計

画
で
あ
る
の
に
対
し
、
国
土

利
用
計
画
は
森
町
全
体
の
土

地
利
用
計
画
で
あ
る
。

Q
．
学
校
自
慢
づ
く
り
の
成

果
は
?

A
．
泉
陽
中
校
区
で
は
、
花

壇
な
ど
が
き
れ
い
に
な
っ

た
。
ま
た
、
生
徒
自
ら
ト
イ

レ
掃
除
を
す
る
な
ど
、
積
極

性
が
出
て
き
た
。

　

森
中
校
区
で
は
、
生
徒
が

地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
す

る
な
ど
、
地
域
と
密
着
し
た

活
動
が
で
き
た
。

　

旭
が
丘
中
校
区
で
は
、
朝

の
読
書
の
時
間
を
つ
く
る
な

ど
、
家
庭
や
学
校
で
読
書
活

動
を
進
め
た
。

Q
．
友
田
家
補
修
の
所
有
者
負

担
は
?

A
．
所
有
者
は
「
国
の
指
定

の
文
化
財
で
も
あ
る
の
で
守

っ
て
い
き
た
い
」
と
、
毎
年

交
付
さ
れ
る
管
理
費
を
蓄

え
、
負
担
し
て
い
る
。

第
一
常
任
委
員
会

　

第
一
・
二
常
任
委
員
会
は
、
3
月
9
日
・

10
日
・
11
日
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
本
会
議

で
付
託
さ
れ
た
平
成
23
年
度
予
算
な
ど
の
議

案
に
つ
い
て
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
主
な
質
疑
を
報
告
し
ま
す
。

避難用シューター（インターネットより）

災害に強いまちづくり
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Q
．
水
田
農
業
の
今
後
の
振

興
策
は
?

A
．
ま
ち
の
農
政
は
基
盤
整

備
を
基
本
と
し
、規
模
拡
大
・

用
排
水
路
の
整
備
を
土
地
改

良
区
の
事
業
に
よ
り
推
進
し

て
い
る
。

  

今
後
は
、
レ
タ
ス
振
興
な

ど
、
米
以
外
の
作
物
の
検
討

も
し
て
い
く
。

Q
．
有
害
鳥
獣
駆
除
委
託
料

の
内
容
は
?

A
．
計
画
捕
獲
頭
数
は

1
8
0
頭
で
、
捕
獲
奨
励
金

90
万
円
（
1
頭
当
た
り
5
，

0
0
0
円
）、
従
事
手
当
て

1
2
6
万
円
、
箱
わ
な
借
用

料
7
万
5
，0
0
0
円
（
15

基
分
）、
弾
代
4
万
円
、
合

計
2
2
7
万
5
，0
0
0
円

を
猟
友
会
に
委
託
す
る
。

Q
．
特
定
健
診
の
見
込
み

は
?

A
．
22
年
度
の
受
診
者
は
約

1
，6
0
0
人
だ
っ
た
。
23

年
度
の
目
標
は
4
0
0
人
増

加
の
2
，0
0
0
人
、
受
診

率
55
・
6
%
で
あ
る
。

Q
．
新
田
赤
松
線
の
街
路
照

明
の
内
容
は
?

A
．
遠
江
総
合
高
校
前
か
ら

森
駅
に
曲
が
る
交
差
点
ま
で

に
、
L
E
D
灯
4
基
を
電
柱

に
設
置
す
る
。

　

県
は
校
内
に
照
明
を
増
設

す
る
。

Q
．
郷
下
線
改
築
工
事
の
内

容
は
?

A
．
児
童
・
歩
行
者
の
安
全

の
た
め
、歩
道
を
設
置
す
る
。

　

2
ケ
年
の
事
業
で
、
総
延

長
は
1
2
2
m
。
23
年
度
は

4
0
m
を
計
画
し
て
い
る
。

Q
．
森
地
区
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
の
内
容
は
?

A
．
本
町
以
北
、
天
宮
、
向

天
方
、
城
下
地
区
を
地
域
に

定
め
計
画
し
て
い
る
。

　

27
年
度
ま
で
の
事
業
で
総

事
業
費
1
，1
0
0
万
円
。

地
域
住
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
具
体
的
な
事
業
計
画
の

作
成
を
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
委
託
す
る
。

第
二
常
任
委
員
会

Q
．
新
東
名
開
通
イ
ベ
ン
ト

負
担
金
は
?

A
．
23
年
度
の
秋
か
ら
冬
に

統
一
イ
ベ
ン
ト
日
を
設
け
、

イ
ン
タ
ー
周
辺
市
町
が
開
通

イ
ベ
ン
ト
を
行
な
う
。

　

森
町
、
掛
川
市
は
各
1
0

0
万
円
、
県
は
4
0
0
万
円

を
負
担
す
る
。

Q
．
都
市
計
画
税
の
課
税
区

域
の
拡
大
は
?

A
．
条
例
に
よ
り
、
公
共
下

水
道
供
用
開
始
区
域
は
課
税

区
域
と
な
る
。
今
後
、
下
水

道
の
区
域
が
広
が
れ
ば
課
税

区
域
も
拡
大
す
る
。

Q
．
天
方
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
の
耐
震
は
?

A
．
耐
震
補
強
が
必
要
で
、

1
，5
0
0
万
円
の
費
用
を

見
積
も
っ
て
い
る
。

　

大
型
車
の
進
入
が
で
き
な

い
場
所
に
あ
る
た
め
、
移
転

を
含
め
、
施
設
の
必
要
性
を

地
元
と
検
討
し
て
い
く
。

水田を利用し生産したトウモロコシ

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

新
た
な
取
り
組
み
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補
正
予
算

　

一
般
会
計
ほ
か
計
5
会
計

の
補
正
予
算
を
審
議
し
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
6
億
7
，6
7
0

万
5
千
円
を
追
加
し
、
22
年

度
予
算
は
69
億
6
，5
3
4
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
た
く
わ
え
で
あ
る
財

政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立
て

5
億
円
。

　

森
町
病
院
へ
の
繰
出
金
1

億
6
，0
0
0
万
円
。（
22
年

度
の
合
計
は
5
億
4
，0
0
0

万
円
）

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
5
0
0
万
円
。

　

森
川
橋
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ（
バ
ル
コ
ニ
ー
等
の
設
置
）

へ
の
負
担
金
3
3
0
万
円
。

　

国
の
交
付
金
の
追
加
を
受

け
、
小
中
学
校
の
図
書
購
入

80
万
円
。

条　
　

例

森
町
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
条
例　
　
　
【
制　

定
】

　

安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
の
基
本
理
念

や
、
町
・
住
民
・
団
体
の
役

割
な
ど
を
定
め
ま
し
た
。

【
反
対
討
論
】

　

森
町
の
実
情
に
あ
っ
た
自

主
性
が
見
ら
れ
な
い
。

　

日
本
社
会
で
は
当
た
り
前

の
内
容
で
、
あ
え
て
条
例
化

す
る
必
要
は
な
い
。亀

沢
議
員

森
町
国
民
健
康
保
険
条
例

【
改　

正
】

　

出
産
一
時
金
は
、
国
の
少

子
化
対
策
で
23
年
3
月
末
ま

で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
38

万
円
か
ら
42
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
4

月
1
日
以
降
も
継
続
す
る
よ

う
に
改
正
し
ま
し
た
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例　
　
　
【
改　

正
】

　

職
員
の
宿
日
直
手
当
を

4
，7
0
0
円
か
ら
5
，2
0

0
円
に
引
き
上
げ
る
よ
う
に

改
正
し
ま
し
た
。

森
町
心
身
障
害
者
小
規
模
授

産
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例　
　
　
【
廃　

止
】

　

授
産
所
も
み
の
木
は
、
障

害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

運
営
を
行
う
た
め
、
23
年
4

月
か
ら
社
会
福
祉
法
人
明
和

会
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い

条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

公
立
森
町
病
院
の
使
用
料
及

び
手
数
料
条
例　
【
改　

正
】

　

昭
和
53
年
以
降
改
正
を
し

て
い
な
か
っ
た
診
断
書
な
ど

の
発
行
手
数
料
な
ど
を
、
社

会
情
勢
や
近
隣
病
院
の
状
況

を
踏
ま
え
改
正
し
ま
し
た
。

一
般
議
案

国
土
利
用
計
画
森
町
計
画

（
第
二
次
）
の
策
定

　

こ
の
計
画
は
、
森
町
の
土

地
利
用
の
行
政
指
針
と
な
り

ま
す
。

　

役
場
内
で
の
検
討
会
の
ほ

か
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
策

定
委
員
会
か
ら
の
意
見
を
反

映
し
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

園
田
総
合
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
7
つ
の
公
の
施
設
の
指

定
管
理
期
間
が
満
了
す
る
た

め
、
引
き
続
き
同
じ
管
理
者

を
指
定
し
ま
し
た
。

町
道
変
更
・
認
定

　

改
築
工
事
を
行
っ
た
町
道

谷
田
口
線
の
路
線
を
変
更

し
、
一
部
を
中
川
組
線
と
し

て
認
定
し
ま
し
た
。

人　
　

事

　

教
育
委
員
の
奥お

く

宮み
や

良よ
し

治は
る

氏

が
辞
職
す
る
こ
と
に
と
も
な

い
、
後
任
に
川か

わ

地ち

幸こ
う

司じ

氏
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

意
見
書　

　

国
に
対
し
、
環
太
平
洋
戦

略
的
経
済
連
携
協
定
（
T
P

P
）
交
渉
参
加
に
関
す
る
意

見
書
を
提
出
し
、
慎
重
な
対

応
を
す
る
よ
う
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

安心・安全な暮らしを（放課後見守り隊）

17億7,300万円 
町のたくわえ
17億7,300万円 に
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議　　案　　名 審議結果 備　考

補
正
予
算

平成22年度森町一般会計補正予算(第7号) 原案可決 全員賛成

平成22年度森町国民健康保険特別会計補正予算(第3号) 原案可決 全員賛成

平成22年度森町後期高齢者医療特別会計補正予算(第3号) 原案可決 全員賛成

平成22年度森町公共下水道事業特別会計補正予算(第2号) 原案可決 全員賛成

平成22年度公立森町病院事業会計補正予算(第4号) 原案可決 全員賛成

当
初
予
算

平成23年度森町一般会計予算 原案可決 全員賛成

平成23年度森町国民健康保険特別会計予算 原案可決 全員賛成

平成23年度森町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 全員賛成

平成23年度森町介護保険特別会計予算 原案可決 全員賛成

平成23年度森町公共下水道事業特別会計予算 原案可決 全員賛成

平成23年度森町大久保簡易水道事業特別会計予算 原案可決 全員賛成

平成23年度森町三倉簡易水道事業特別会計予算 原案可決 全員賛成

平成23年度森町大河内簡易水道事業特別会計予算 原案可決 全員賛成

平成23年度森町水道事業会計予算 原案可決 反対　　
西田議員

平成23年度公立森町病院事業会計予算 原案可決 全員賛成

意
見
書

環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）交渉
参加に関する意見書 原案可決 全員賛成

議　　案　　名 審議結果 備　考
人
事森町教育委員会委員の任命について 同　　意 全員賛成

条

例

森町安心で安全なまちづくり条例について 原案可決 反対　　
亀沢議員

一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例について 原案可決 全員賛成

森町国民健康保険条例の一部を改正する条
例について 原案可決 全員賛成

森町心身障害者小規模授産所の設置及び管理に
関する条例を廃止する条例について 原案可決 全員賛成

公立森町病院使用料及び手数料条例の一部
を改正する条例について 原案可決 全員賛成

一
般
議
案

国土利用計画森町計画（第二次）の策定について 原案可決 全員賛成

公の施設の指定管理者の指定について（森町園田総合センター） 原案可決 全員賛成

公の施設の指定管理者の指定について（森町飯田総合センター） 原案可決 全員賛成

公の施設の指定管理者の指定について（森町三倉総合センター） 原案可決 全員賛成

公の施設の指定管理者の指定について（森町大河内林業センター） 原案可決 全員賛成

公の施設の指定管理者の指定について（森町一宮総合センター） 原案可決 全員賛成

公の施設の指定管理者の指定について（森町天方生活改善センター） 原案可決 全員賛成

公の施設の指定管理者の指定について（森町児童館） 原案可決 全員賛成

東遠学園組合規約の変更について 原案可決 全員賛成

森町道路線の変更について 原案可決 全員賛成

森町道路線の認定について 原案可決 全員賛成

問　

昨
年
8
月
27
日
に
行
わ

れ
た
知
事
広
聴
で
、
川
勝
知

事
は
「
森
町
ま
る
ご
と
博
物

館
」
と
い
う
考
え
方
を
紹
介

し
た
。
私
は
「
森
町
ま
る
ご

と
博
物
館
」
と
は
、
森
町
の

歴
史
的
建
造
物
や
史
跡
、
各

地
に
継
承
さ
れ
て
い
る
文

化
、
山
や
川
、
茶
畑
や
田
園

な
ど
の
自
然
、農
業
や
茶
業
、

森
山
焼
な
ど
の
伝
統
工
芸
、

古
い
町
並
み
な
ど
、
森
町
の

あ
り
の
ま
ま
す
べ
て
を
博
物

館
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
の

森
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

森
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
地
域
協
議
会
が
行
わ

れ
、「
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
」
が
ま
と
め
ら
れ
た

が
、
こ
の
内
容
か
ら
も
「
森

町
ま
る
ご
と
博
物
館
」
と
い

う
考
え
方
が
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。　

町
長　

知
事
の
発
言
は
、
あ

る
が
ま
ま
が
良
く
、
春
夏
秋

冬
の
景
観
自
体
が
美
術
館
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
各
地
域

で
互
い
が
協
力
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
け
ば
、
や
が

て
町
全
体
が
博
物
館
に
な
っ

て
い
く
と
い
う
意
味
で
は
と

理
解
し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
3
カ
年
で
、
都
市
計
画
区

域
内
を
中
心
に
将
来
の
あ
る

べ
き
都
市
の
姿
と
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
土
地
利
用

や
都
市
施
設
等
の
方
針
を
記

述
す
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
を
行
っ
て
い

る
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
全
体

構
想
と
地
域
別
構
想
を
合
わ

せ
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
出

来
上
が
る
。そ
の
な
か
で「
森

町
ま
る
ご
と
博
物
館
」
と
い

う
よ
う
な
表
現
を
盛
り
込
む

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

今
後
研
究
・
検
討
し
た
い
。

森
町
ま
る
ご
と
博
物
館
!

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
せ
る
の
で
は
?

▼
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
め
る
か
、
検

討
し
た
い

太 田 康 雄

３月定例会の審議結果

歴史・文化・自然が調和したまち

一 般 質 問
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問　

住
民
と
行
政
の
協
働

で
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
ま
ち
づ

く
り
検
討
会
を
開
催
し
て
い

る
。

　

具
体
的
な
整
備
の
推
進
に

は
、
都
市
再
生
整
備
計
画
へ

の
位
置
づ
け
が
必
要
だ
が
、

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

町
長　

22
年
度
は
今
ま
で
の

検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
基
本

計
画
案
を
作
成
し
た
。
23
年

度
は
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
、

都
市
再
生
整
備
計
画
の
案
を

作
成
し
た
い
。

　

こ
の
計
画
は
地
区
の
目
標

を
設
定
し
、
基
幹
事
業
と
提

案
事
業
に
よ
り
、
自
由
度
が

高
く
、
創
意
工
夫
が
活
か
せ

る
国
の
総
合
的
な
交
付
金
事

業
で
あ
る
。

　

な
お
、
事
業
実
施
に
は
も

う
少
し
地
域
で
の
塾
度
を
高

め
、
具
体
的
な
事
業
内
容
を

詰
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

問　

町
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

文
化
会
館
の
各
種
公

演
等
で
登
録
を
し
た
職
員
が

駐
車
場
整
理
、
ホ
ー
ル
誘
導

等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

全
職
員
が
役
場
敷
地
内
の
清

掃
活
動
、
管
理
職
を
中
心
に

親
水
公
園
等
の
草
刈
り
を
実

施
し
て
い
る
。

　

地
域
に
帰
れ
ば
消
防
団
、

P
T
A
、
町
内
会
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

職
員
自
身
の
視
野
を
広
め
、

住
民
か
ら
の
信
頼
も
高
ま
る

た
め
、
今
後
と
も
自
発
的
な

社
会
貢
献
の
啓
発
に
努
力
す

る
。

イ
ン
タ
ー
周
辺
ま
ち
づ
く
り
は

問　

手
の
い
き
届
い
た
森
林

は
、
温
暖
化
を
防
ぎ
、
川
や

海
を
浄
化
し
、
豊
か
な
地
下

水
を
育
む
。
し
か
し
、
木
材

需
要
は
低
迷
し
、
林
業
家
は

生
計
を
保
て
な
く
な
り
、
森

林
は
荒
廃
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。

　

今
こ
そ
環
境
を
守
り
、
水

源
を
守
る
と
い
う
大
義
に
立

ち
、
役
場
職
員
が
年
1
、
2

回
の
間
伐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

実
践
す
る
考
え
は
。

町
長　

町
で
は
、
国
庫
補
助

の
流
域
育
成
整
備
事
業
、
県

単
独
事
業
の
し
ず
お
か
林
業

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

業
、
森
林
づ
く
り
県
民
税
を

利
用
し
た
森
の
力
再
生
事
業

等
で
間
伐
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
は
ト
ー
タ
ル
で

1
1
6
・
76
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

実
施
し
た
。

　

23
年
度
も
1
4
0
ヘ
ク
タ

ー
ル
程
度
の
間
伐
を
実
施
す

る
。

　

民
有
林
を
対
象
に
国
・
県
・

町
が
1
0
0
%
補
助
す
る
事

業
も
あ
り
、
森
林
組
合
が
積

極
的
に
利
用
し
て
間
伐
の
推

進
を
図
っ
て
き
た
。

　

間
伐
作
業
は
素
人
に
は
非

常
に
危
険
で
あ
る
。
先
日
一

宮
財
産
区
の
議
員
が
管
理
作

業
中
に
死
亡
し
た
事
故
が
あ

っ
た
ば
か
り
で
、
危
険
が
伴

う
民
有
林
の
間
伐
等
へ
の
職

員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
い
か
が

か
と
思
う
。

　

森
町
で
は
山
林
が
荒
廃
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
積
極

的
に
制
度
を
利
用
し
取
り
組

ん
で
い
る

森
林
の
再
生
に
向
け
て

町
職
員
に
よ
る
間
伐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
?

▼
危
険
が
と
も
な
う
の
で
い
か
が
か

山 本 俊 康

鈴 木 托 治

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
へ
の
位
置
づ
け
を
!

▼
そ
の
方
向
で
努
力
す
る

魅力あるまちづくりに期待

間伐で明るくなった森林
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問　

発
達
障
害
者
向
け
の
高

校
（
特
別
支
援
学
級
）
が
、

10
月
1
日
か
ら
周
智
高
校
跡

で
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
す

る
、
と
報
道
さ
れ
た
。

　

町
長
は
、所
信
表
明
で「
引

き
続
き
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
一
層
の
子
育
て
環

境
の
充
実
を
図
る
」
と
言
っ

て
い
る
。

　

現
在
、
特
別
支
援
学
校
・

学
級
に
通
う
児
童
・
生
徒
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
ど
ん

ぐ
り
）
は
、
専
用
の
会
場
を

持
た
ず
に
運
営
し
て
い
る
。

旧
周
智
高
の
利
用
を
県
に
要

請
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
そ
れ
が
で
き
な
い

場
合
で
も
、
他
の
場
所
に
専

用
の
会
場
を
確
保
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長　

現
在
ど
ん
ぐ
り
は
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能

回
復
訓
練
室
な
ど
を
使
用
し

て
い
る
。

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

指
導
員
や
障
害
福
祉
係
と
の

連
絡
が
取
り
や
す
く
、
緊
急

時
に
保
健
師
が
す
ぐ
対
応
で

き
る
。
ま
た
、
平
日
週
2
回

程
度
で
あ
れ
ば
固
定
的
に
使

用
で
き
、
児
童
・
生
徒
も
落

ち
着
い
て
利
用
し
て
お
り
、

運
営
に
特
段
の
支
障
は
な
い
。

　

県
教
育
委
員
会
は
現
在
、

特
別
支
援
高
校
開
設
の
準
備

に
追
わ
れ
て
お
り
、
今
の
段

階
で
利
用
を
要
請
す
る
こ
と

は
い
か
が
か
と
思
う
。

　

ま
た
、
ど
ん
ぐ
り
の
会
場

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
半
数
は
「
単
な
る
空
い

た
部
屋
よ
り
も
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
良
い
」
と
い
う
意

見
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
今

の
ま
ま
の
形
態
が
良
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

･
新
聞
活
用
の
実
践

･
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　

講
座

周
智
高
空
き
教
室
の
利
用
を

特
別
支
援
学
校
・
学
級
生
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
会
場

と
し
て
の
利
用
を
県
に
要
請
で
き
な
い
か
?

▼
今
の
段
階
で
要
請
す
る
こ
と
は
い
か
が
か
と
思
う

問　

新
東
名
の
開
通
に
よ

り
、
物
流
の
利
便
性
が
良
く

な
り
、
地
域
的
な
価
値
も
上

が
る
。

　

地
域
活
性
化
の
大
き
な
要

因
と
な
る
観
光
産
業
の
見
直

し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

町
長　

森
町
へ
の
入
り
込
み

客
数
は
、
平
成
5
年
度
に

2
2
0
万
人
だ
っ
た
が
、
17

年
度
に
は
87
万
人
ま
で
落
ち

込
ん
だ
。
21
年
度
に
は
98
万

人
と
な
り
、
一
時
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
も
の
が
、
近
年
は

微
増
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

21
世
紀
は
観
光
の
時
代
で

あ
る
。
観
光
は
す
そ
野
が
広

く
、
多
く
の
分
野
に
経
済
効

果
が
波
及
し
、
雇
用
や
税
収

な
ど
の
増
加
を
も
た
ら
す
産

業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
森
町

の
資
源
・
財
産
で
あ
る
自
然
、

文
化
、
歴
史
を
活
か
し
た
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
民
泊

事
業
、
農
産
物
を
活
か
し
た

地
産
地
消
、
地
域
の
特
長
を

活
か
し
た
B
級
グ
ル
メ
や
特

産
品
開
発
を
一
層
推
進
し
て

い
き
た
い
。

　

新
東
名
の
供
用
開
始
を
契

機
と
し
て
、
新
た
な
観
光
施

策
の
基
本
的
な
目
標
・
指
針

と
な
る
観
光
基
本
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
、
他
市
町
村
の

観
光
計
画
の
調
査
・
研
究
も

含
め
て
、
今
後
検
討
し
て
参

り
た
い
。

21
世
紀
は
観
光
の
時
代

森
町
の
観
光
産
業
の
見
直
し
は
?

▼
観
光
基
本
計
画
の
策
定
を
検
討
し
て
い
き
た
い

小 沢 一 男

片 岡 　 健

多くの人が訪れた観光ウォーク(城ケ平公園)

現在「どんぐり」が使用している
機能回復訓練室（保健福祉センター）
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問　

3
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
対
し
、
森

町
が
行
っ
た
対
応
と
被
災
者

の
受
け
入
れ
態
勢
は
?

町
長　

3
月
15
日
に
毛
布
1
，

0
0
0
枚
、
仮
設
ト
イ
レ
20

基
を
福
島
県
に
、
後
日
ア
ル

フ
ァ
米
な
ど
の
食
料
4
，5
0

0
食
を
岩
手
県
に
送
っ
た
。

　

被
災
者
の
受
け
入
れ
住
宅

と
し
て
、
町
営
住
宅
9
戸
分

を
確
保
し
、
原
則
1
年
間
は

家
賃
無
償
と
し
て
い
る
。
3

月
23
日
現
在
で
、
1
戸
6
名

の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

森
町
の
人
口
が

　
　2
万
人
を
切
っ
た

　!?

問　

昨
年
10
月
の
国
勢
調
査

の
結
果
、
森
町
は
人
口

1
9
，4
3
6
人
、
世
帯
数

6
，1
2
7
世
帯
で
あ
っ
た
。

今
後
の
見
通
し
と
対
策
は
。

町
長　

国
土
利
用
計
画
森
町

計
画
（
第
二
次
）
で
は
、
新

東
名
の
供
用
開
始
等
の
人
口

増
に
つ
な
が
る
プ
ラ
ス
要
因

を
踏
ま
え
、
平
成
27
年
に
は

1
9
，4
0
0
人
と
設
定
し

て
い
る
。
人
口
増
の
施
策
を

考
え
る
担
当
を
置
い
て
、
具

体
的
に
検
討
す
る
こ
と
も
必

要
か
と
思
う
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
は

　
　
で
き
る
の
か　?

問　

森
町
PA
へ
の
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
設
置
の
可
能
性
と

進
捗
状
況
は
。

町
長　

交
通
量
推
計
に
つ
い

て
、
中
日
本
高
速
と
最
終
的

な
調
整
に
入
っ
て
い
る
が
、

費
用
対
効
果
や
採
算
性
な
ど

の
問
題
に
よ
り
、
設
置
に
つ

い
て
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。設
置
可
能
と
な
っ
て
も
、

利
用
時
間
の
制
限
や
運
営
経

費
の
削
減
が
求
め
ら
れ
る
。

　

調
整
が
つ
き
次
第
、
勉
強

会
を
開
催
し
、
地
区
協
議
会

を
設
立
、
協
議
し
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
の
災
害
支
援
は

問　

T
P
P
（
環
太
平
洋
戦

略
的
経
済
連
携
協
定
）
に
対

し
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
す

る
森
町
は
、
ど
の
よ
う
な
調

査
・
研
究
を
し
て
い
る
か
。

町
長　

今
、
T
P
P
交
渉
に

参
加
す
べ
き
か
否
か
が
政
治

の
大
き
な
争
点
に
な
っ
て
い

る
。
T
P
P
に
関
す
る
経
済

的
試
算
は
内
閣
府
、農
林
省
、

経
済
産
業
省
が
そ
れ
ぞ
れ
公

表
し
て
い
る
が
、
内
容
が
異

な
っ
て
い
る
。

　

農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
平

成
17
年
度
の
農
産
物
生
産
額

を
品
目
別
影
響
試
算
に
当
て

は
め
た
場
合
、
森
町
で
は
損

失
額
と
し
て
10
億
円
、
約

25
%
の
減
少
と
推
測
さ
れ

る
。
当
町
に
と
っ
て
重
要
な

問
題
で
あ
り
、
私
も
全
国
町

村
会
の
幹
事
と
し
て
、
慎
重

な
対
応
を
望
ん
で
い
る
。

今
こ
そ
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を

問　

昨
年
12
月
議
会
で
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
質
問
し
た
が
、「
実

施
は
考
え
て
い
な
い
」
と
の

答
弁
だ
っ
た
。

　

大
災
害
に
よ
り
景
気
の
先

行
き
が
不
透
明
に
な
っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
な
か
で「
森

町
と
し
て
少
し
で
も
打
開
の

道
を
探
る
」
と
い
う
積
極
性

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
再
度

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
実

現
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

12
月
議
会
で
の
答
弁

の
と
お
り
、
町
民
の
生
命
財

産
を
守
る
た
め
、
ま
ず
は
耐

震
補
強
の
促
進
に
力
を
入
れ

た
い
。
こ
の
予
算
は
補
正
を

行
っ
て
も
全
額
確
保
し
た
い
。

T
P
P
交
渉
へ
の
対
応
は

森
町
の
影
響
は
?

▼
損
失
額
10
億
円
、
慎
重
な
対
応
を
望
ん
で
い
る

榊 原 淑 友

西 田 　 彰

町
の
対
応
と
被
災
者
の
受
け
入
れ
は
?

▼
緊
急
物
資
の
支
援
や
町
営
住
宅
へ
の
被
災
者
の
受
け

入
れ
を
行
っ
た

森町から被災地への
支援物資の積み込み

TPPが実施されれば、乳製品にも大きな影響が…
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問　

新
東
名
の
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
と
周

辺
の
土
地
利
用
、
お
よ
び
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
の
地
場

産
品
販
売
に
よ
る
森
町
ブ
ラ

ン
ド
の
全
国
発
信
に
つ
い

て
、
進
展
状
況
を
伺
う
。

町
長　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
度
交
通
セ
ン

サ
ス
に
基
づ
き
、
費
用
対
効

果
や
採
算
性
を
検
証
し
て
い

る
が
、
大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。

　

周
辺
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
設
置
に
目め

途ど

が
付
き

次
第
、
面
整
備
を
計
り
、
整

備
手
法
を
含
め
総
合
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

地
場
産
品
の
販
売
に
つ
い

て
は
、
平
成
21
年
度
末
、
中

日
本
高
速
道
路
（
株
）
か
ら

施
設
の
内
容
説
明
と
出
店
募

集
が
あ
っ
た
が
、
賃
貸
料
が

高
い
な
ど
条
件
が
厳
し
か
っ

た
た
め
、
町
が
直
接
出
店
す

る
こ
と
は
あ
き
ら
め
た
。

　

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
の

観
光
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
ス
タ

ン
ド
設
置
や
、
季
節
限
定
で

の
テ
ン
ト
販
売
は
了
解
を
得

て
い
る
の
で
、
効
果
的
な

P
R
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

森
町
ブ
ラ
ン
ド
を
全
国
へ

テ
ナ
ン
ト
出
店
で
地
場
産
品
の
販
売
は
?

▼
賃
貸
料
の
条
件
等
が
厳
し
い
た
め
、
町
が
直
接
出
店

す
る
こ
と
は
あ
き
ら
め
る

問　

こ
こ
数
年
、
多
種
に
わ

た
る
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
形

成
さ
れ
、
情
報
交
換
や
協
働

活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
拠

点
施
設
が
必
要
と
考
え
る
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
使
用
し
て
い
る
元
静
銀
建

物
を
提
案
す
る
。
こ
の
建
物

は
旧
街
な
か
の
中
心
部
に
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
最
適
で
あ
る
。
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
使

い
勝
手
の
良
い
場
所
を
提
供

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

町
長　

提
案
の
拠
点
施
設

は
、
多
く
の
町
民
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
で
き
る
公
の
施

設
と
し
て
設
置
し
、
行
政
財

産
と
し
て
管
理
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。
設
置
条
例
や

使
用
料
条
例
な
ど
も
定
め
、

幅
広
く
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

旧
静
銀
建
物
は
耐
震
性
、

老
朽
化
、
駐
車
場
な
ど
の
問

題
が
あ
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
所
の
処
遇
も

合
わ
せ
、
現
在
の
と
こ
ろ
他

に
施
設
を
貸
し
出
す
状
態
に

は
な
い
。

問　

全
国
ま
ち
づ
く
り
交
流

会
の
候
補
地
に
挙
が
る
ほ

ど
、
森
町
は
ま
ち
づ
く
り
が

盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

旧
街
な
か
の
活
性
化
を
考

え
、
当
施
設
の
活
用
を
早
期

に
検
討
す
べ
き
で
は
。

町
長　

平
成
23
年
度
よ
り
、

天
宮
地
区
を
主
と
し
た
都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
を
実
施

す
る
。
ソ
フ
ト
事
業
に
は
森

地
区
も
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
旧
児
童
館
等
周
辺
施
設

の
利
活
用
も
含
め
、
整
備
が

検
討
で
き
る
。
静
銀
跡
地
に

拠
点
施
設
を
作
る
と
い
う
合

意
が
さ
れ
る
な
ら
ば
、
都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
で
の
整

備
が
、
実
現
に
向
け
て
一
番

の
近
道
に
な
る
と
思
う
。　

ま
ち
づ
く
り
拠
点
を
旧
街
な
か
に

元
静
銀
跡
地
は
ど
う
か
?

▼
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
が
実
現
に
向
け
て
一
番
の

近
道
に
な
る
と
思
う
。 

中 村 禮 二

亀 沢 　 進

パーキングエリアでのテント販売

都市再生整備計画事業とは

市町村が作成した都市再生整備計画に基づき実施さ
れる事業に対して、交付金が交付される制度です。
市町村の裁量性が高いため、地域の創意工夫を活か
した総合的・一体的なまちづくりを進めることが可
能です。
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町議会は町の予算や身近な問題について話
し合う大切な会議です。
あなたも議会を傍聴してみませんか?
●手続きは住所・氏名・年齢を書いていた
だくだけです。

●お問い合わせ先…議会事務局
　電話　0538-85-6329

<3月定例会の予定>
 6月13日（月）本会議　初　日
 6月15日（水）常 任 委 員 会
 6月17日（金）本会議（2日目）
 6月24日（金）本会議　最終日

※会議の開始時間は午前９時30分です。
※日程が変更される場合もありますので
ご了承ください。

【平成22年9月定例会】

 安心安全の町づくりは?
生活安全条例を制定するべきと考えるがどうか？

 条例の制定を検討する
住民の意識向上を図るうえでも、条例の制定は必
要である。3月議会をめどに検討する。

▼
生活安全条例を制定

平成23年3月定例会で「森町安心で安全なまちづく
り条例」が議決されました。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
森
町

は
、静
岡
県
が
主
催
す
る「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
修

了
者
が
、
平
成
19
年
に
立
ち

上
げ
た
40
数
名
の
グ
ル
ー
プ

で
す
。

　

副
代
表
の
中
村
繁
治
さ
ん

を
中
心
に
、
月
1
回
孤
立
化

が
予
想
さ
れ
る
集
落
等
の
巡

回
、
森
町
の
地
形
や
防
災
計

画
の
勉
強
、
先
進
組
織
や
県

西
部
危
機
管
理
局
の
指
導
・

助
言
を
得
て
の
紙
上
訓
練
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
東
海
地
震

で
森
町
が
被
害
を
受
け
た
と

き
、
応
援
に
来
て
く
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
住
民
の
橋
渡

し
役
を
し
て
、
効
率
的
な
救

助
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
、
ま
ず
自
分
の
身

を
守
り
、
一
朝
有
事
の
際
に

役
立
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
回
の
大
震
災
を
見
て
、

私
た
ち
は
後
方
支
援
を
主
体

に
活
動
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

森
町
や
社
協
の
格
別
な
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
地
道
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。　

　

代　

表　

岡
田　

隆
男

　
　

副
代
表　

中
村　

繁
治

災
害
に
備
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
森
町

●
ひ
と
こ
と
●

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災

で
「
想
定
外
」
と
い
う
こ

と
ば
が
繰
り
返
し
使
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
私

た
ち
人
間
が
自
然
の
力
を

想
定
す
る
こ
と
自
体
、
間

違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

私
た
ち
は
、「
自
然
と

と
も
に
生
き
る
」、「
自
然

に
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と

い
う
謙
虚
な
心
に
立
ち
返

り
、
被
災
地
の
復
興
だ
け

で
な
く
、
日
本
中
の
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
さ
せ
ら
れ
て

い
る
。　
　
　
　
（
Y
・
O
）
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